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（６）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　１０月１６日　（水曜日）

◆工　事　名　称：（仮称）ＣＢＲＥ　ＩＭ野田
◆所　在　地：千葉県野田市桐ケ作番１
◆事　業　主：ＣＢＲＥインベストメントマネジメント・ジャパン株式会社が組成したＳＰＣ（大豊建設参画）
◆設計・監理：大豊建設株式会社一級建築士事務所
◆施　　　工：大豊建設株式会社東京建築支店
◆敷　地　面　積：，㎡
◆延　床　面　積：，㎡
◆階　　　数：地上５階
◆構　　　造：Ｓ造
◆工　　　期：年２月日～年９月日

写真提供：大豊建設

　ＣＢＲＥインベストメントマネジメント・ジャパン（Ｃ
ＢＲＥ　ＩＭ）が組成し、大豊建設が参画するＳＰＣが千
葉県野田市で建設していたマルチテナント型物流施設「Ｃ
ＢＲＥ　ＩＭ　野田」が完成した。地上５階建て延べ，
㎡。大型車両が４階まで直接乗り入れできるシングル

ランプウェイを備える。トラックドライバーの労働時間を
意識し施設内に大型車駐車場を「台」確保したほか、カ
フェテリア内に無人コンビニの設置、ドライバー休憩室・
シャワー室の設置など働き手の労働環境に配慮した造りと
なっている。設計・施工は大豊建設が担当した。

大豊建設株式会社　常務執行役員　開発事業部長　高畑真二

　大豊建設とＣＢＲＥインベストメントマネジメントグループが組成した
ファンドが共同で開発を進めてまいりました「ＣＢＲＥ　ＩＭ　野田」が、
このたび無事に竣工を迎えることができました。
　本物件は地上５階建て延床，㎡（，坪）でシングルランプウ
ェイのマルチテナント型物流施設でございます。立地は、常磐自動車道、
圏央道、国道号などへのアクセスが良好で、一都三県および北関東、東
北を見据えた広域配送拠点となり、千葉エリアのみならず、都市部への広
域配送に適しています。

　テナントは既に１・２階が契約済み、または契約予定となっており好調
で、ニーズの高い施設となりました。また、接続道路の拡幅と整備など、
交通安全対策も講じております。
　大豊建設の開発事業としては初めての物流プロジェクトで、延床面積３
万５千坪を超える大型物流施設に取り組むことができました。豊富な倉庫
開発の実績とノウハウがある、有数のアセットマネジメント会社であるＣ
ＢＲＥ　ＩＭ様と共同事業が出来たことは、今後の展開も含めて大変有意
義であり、物流施設やその他の開発事業にこれからも取り組んでまいりま
す。
　最後に、ＣＢＲＥ　ＩＭ　野田を完成へと導いて下さった関係各社の皆様
のご尽力に感謝を申し上げます。

　当プロジェクトは延床面積約，㎡の大規模マルチテナント型物
流施設であり、千葉県北西部、埼玉県・茨城県との県境に位置し、国道
号線を経由して首都圏全域へ搬送が可能であるとともに、首都圏中央
連絡自動車道、新国道４号線にもアクセスがしやすいため、北関東、東
北エリアも見据えた物流産業の拠点として、新たな需要が見込まれます。
　平面計画のポイントとしては、１フロアを３分割して、１テナントか
らテナントの入居が可能なフレキシブルな設計を目指しました。また、
梁下有効高は．ｍを確保し、倉庫部分の梁スパンは．ｍ×．ｍと
同じスパン割にすることで、建物本来の目的である『テナント様の使い
勝手の良さ』を最大限に考えた、コストバランスの良い、機能を重視し
た最適な空間デザインを心掛けました。職場環境の快適性向上のため、
５階にカフェテリア席を設置、働く方々にリラックス・リフレッシ
ュしていただけるよう、森林浴をコンセプトに計画しました。エントラ
ンスは森林への入口をイメージして、木調のルーバーや、内装パネル、
グリーンウォール等を使用し、落ち着きのある心地良い空間の演出に努
めました。
　構造的には鉄骨造、ブレース付きラーメン架構とし、座屈拘束ブレー
スを採用することで耐震性能の確保と経済性を両立させました。床コン
クリートは、ひび割れ抑制を重点管理項目に掲げ、設計者と施工者が協
働して品質管理に取り組みました。
　また、ＢＩＭによるモデル化を実施し、設計の最適化・建物完成時の
イメージの具現化を目的とし、周辺環境からの本建物の見え方のシミュ
レーションを行い、関係者でイメージを共有しながら実施設計に活用し
ました。施工時は、建築と設備の干渉チェックや、詳細検討にも活用し、
作業効率と精度の向上に役立てる事ができました。

大豊建設株式会社　建築設計部　課長　嵐　信介

松元所長
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